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 アンケート調査の概要 

 

■アンケート調査の実施概要 

 

調査目的 

本アンケート調査は、地域の現状や今後のまちづくりについて市民意

向・要望を把握し、「和光市都市計画マスタープラン」の中間的な見直

しに役立てるために実施したものです。 

配布・回収方法 郵送による配布・回収 

実施期間 発送：平成 25 年 6 月 10 日（月）～投函締め切り：6 月 24 日（月） 

配布対象 
２０歳以上の市民の中から無作為に抽出した２，０００人の方を対象に

実施しました。 

回収状況 
５８４人（回収率２９．２％） 6 月 21 日（金）現在 

※本資料は、6 月 21 日までの速報値を集計したものです。 

 

■アンケート調査の実施項目 

 

同封資料 ・アンケート調査の目的とご協力のお願い（記載に際しての留意事項）

調査項目 

Ⅰ．回答者属性 

Ⅱ．和光市全体の魅力や課題について 

Ⅲ．生活環境について 

Ⅳ．定住意識について 

Ⅴ．まちづくりについて 

Ⅵ．文化・教育・スポーツについて 

Ⅶ．和光市のまちづくりに関するアイデア・要望等 

 
 
 
 

 

資料－３ 
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■ まず、あなたご自身のことについておうかがいします。         

 

（質問１）あなたのことについて、それぞれ１つ選び、○をつけてください。 

 

◯性 別 ◯年 齢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◯家族構成 ◯職 業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⇒女性が若干多い傾向にありますが、ほぼ

同程度の割合です。 

⇒３０代～４０代、６０代がそれぞれ約２

割で、その他の年代は１割程度です。２

０代の割合が若干低くなっています。 

⇒約半数の回答者が「親と子で構成」され

ています。次いで夫婦のみが３割弱で、

単身は約１割です。「親・子・孫」の３

世代は１割未満です。 

⇒「会社員・公務員・団体職員」が約４割

です。次いで「無職」・「専業主婦（主夫）」

が約２割となっています。 

男性

46.2%
女性

52.7%

無回答

1.0%

性別

20歳代

8.0%

30歳代

24.0%

40歳代

20.2%

50歳代

13.5%

60歳代

19.2%

70歳以上

14.6%

無回答

0.5%

年齢

単身

12.8%

夫婦のみ

25.5%

親と子で

構成

53.1%

親・子・

孫で構成

4.8%

その他

2.2%

無回答

1.5%

家族構成

自営業

6.8%

会社員・

公務員・

団体職員

39.9%

農業

0.5%

自由業

1.2%

パートタ

イマー・

内職

11.8%学生

1.7%

専業主

婦・主夫

17.0%

無職

17.3%

その他

2.7%

無回答

1.0%

職業
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◯住んでいる地域 

⇒新倉一丁目、白子二丁目、本町の回答が多くなっています。 

現都市計画マスタープラン地区別構想の地区に区分すると、Ａ～Ｅの５地区でそれぞれ同程度

の回答数です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.0%
0.0%

10.8%
6.7%

3.4%
1.7%

12.2%
4.5%

0.2%
0.0%

0.7%
0.2%

2.1%
5.0%

2.6%
0.2%
0.0%
0.0%
0.3%

1.7%
2.4%
2.6%

1.9%
0.0%
0.2%

2.1%
3.1%
3.1%

1.0%
1.7%

0.2%
2.2%

0.2%
5.3%

1.0%
0.2%

4.5%
10.1%

5.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

23,丸山台一丁目
26,中央一丁目（1(外環西側),7番）

29,本町
30,広沢（1番）

32,西大和団地
36,南一丁目（25～34番）

1,新倉一丁目（1～12,13(外環西側),15(外環西側),16～32,34番）
3,新倉二丁目（10～19,21番(外環西側)）

7,新倉五丁目
8,新倉六丁目

11,下新倉一丁目（1～2番）
無回答

2,新倉一丁目（13(外環東側),14,15(外環東側),33,35～38番）
4,新倉二丁目（1～9,20,21(外環東側),22～33番）

5,新倉三丁目
6,新倉四丁目
9,新倉七丁目

10,新倉八丁目
12,下新倉一丁目（4～10番）

13,下新倉二丁目
14,下新倉三丁目
15,下新倉四丁目
16,下新倉五丁目
17,下新倉六丁目

22,白子四丁目
19,白子一丁目（7～13番）

24,丸山台二丁目
25,丸山台三丁目

27,中央一丁目（1(外環東側),2～6番）
28,中央二丁目

31,広沢（2番）
33,諏訪原団地

34,諏訪
35,南一丁目（1～24番）

37,南二丁目
無回答

18,白子一丁目（1～6,14～33番）
20,白子二丁目
21,白子三丁目

A
地

区
B

地
区

C
地

区
D

地
区

E
地

区

住んでいる地域 N=584

A

23.6%

B

17.6%

C

18.8%

D

20.0%

E

19.9%

地域区分



4 

 

◯住宅＜所有の形態・住宅の種類＞ 

⇒所有の形態は、約６割の方が持ち家です。所有の種類については、マンション・アパートが約

６割を占めており、次いで一戸建て（約４割）となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◯通勤・通学の場所、通勤・通学の時間、通勤・通学手段 

⇒約４割が東京都内に通勤・通学しています。また、４割以上が１時間以内で通うことができる

と回答していることから、本市の通勤・通学に対する利便性の高さがうかがえます。通勤手段

は鉄道利用が多くなっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

26.2%

19.9%

10.6%

10.8%

38.0%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.徒歩

2.自転車・バイク

3.自家用車

4.バス

5.鉄道

6.その他

通勤・通学の手段

持ち家

59.8%

借家(公

営)

4.5%

借家(民

営)

18.7%

社宅・寮

7.4%

間借・

下宿

0.9%

親と同居

6.5%

その他

0.9%
無回答

1.5%

住宅

〈所有の形態〉

一戸建

35.8%

マンショ

ン・ア

パート

57.2%

長屋

（連棟）

1.4%

その他

1.7%

無回答

3.9%

住宅

〈住宅の種類〉

和光市内

16.6%

埼玉県

（和光市

外）

8.4%

東京都内

39.0%

その他

12.8%

無回答

23.1%

通勤・通学

の場所

自宅

8.6%

30分以内

22.4%

1時間以

内

22.6%

1時間30

分以内

14.6%

2時間以

内

2.7%

2時間

超え

る

0.5%

無回答

28.6%

通勤・通学

の時間
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■ 和光市全体の魅力や課題についておうかがいします。               
 
（質問２）あなたは、和光市についてどんなイメージを持っていますか。（１つ以内で選択） 
 

◯前回結果と同様に「東京郊外の住宅都市」のイメージが高くなっています。次いで「自然環境

に恵まれた、緑豊かな都市」が高いです。 

◯前回に比べて「先端科学都市」のイメージが向上し、「農業」のイメージは低下しています。 

 

⇒市民にとって和光市は「東京に近いまち・緑豊かなまち」というイメージです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（質問３）あなたは、和光市のどんなところに魅力を感じますか。（２つ以内で選択） 
 

◯約半数が「通勤・通学・買い物等が便利」と回答しており、その割合は前回に比べて大幅に増

加しています。次いで「水と緑に恵まれている」が高いです。 

◯「良好な住宅地であり住みやすい」が前回に比べて大幅に増加しています。一方、「駅前整備

や区画整理等発展の可能性を秘めている」の割合が低くなっています。 

 

⇒市の魅力は、東京に近く通勤通学に便利でありながら自然環境に恵まれている所です。 

⇒「住みやすい良好な住宅地」であることを魅力と感じる方が増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

74.0%

0.9%

11.3%

1.6%

0.5%

4.0%
6.6%

1.2%

平成9年度

結果

N=576

32.9%

1.5%

6.0%

5.7%

20.0%

52.6%

32.0%

4.8%

24.3%

5.0%

34.7%

1.4%

3.6%

9.9%

34.4%

39.1%

12.7%

3.1%

26.7%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.荒川・県営和光樹林公園等水と緑に恵まれている

2.歴史的建造物や史跡が多く存在している

3.和光市運動場などスポーツ・レク施設が整っている

4.公民館や図書館など公共施設が整備されている

5.駅前整備や区画整理等発展の可能性を秘めている

6.通勤・通学・買い物等が便利である

7.良好な住宅地であり、住みやすい

8.地域での良好なコミュニケーションがあり、安心して暮らせる

9.大都市近郊の割には農地が多く残り、自然環境が良い地域

10.その他

和光市の魅力とは

今回結果

前回結果（Ｈ9）

78.1%

0.7%

11.8%

4.6% 0.2%

0.7% 3.1% 0.9% 東京郊外の住宅都市である

歴史・文化に恵まれた伝統ある

都市である

自然環境に恵まれた、緑豊かな

都市である

研究所等の立地する先端科学都

市である

商業・工業のさかんな都市であ

る

農業のさかんな都市である

その他

無回答

和光市の

イメージ

とは



6 

（質問４）あなたは、将来の和光市をどんな都市にすべきだと思いますか。（３つ以内で選択） 
 

◯「高齢者・障害者・子ども等が安心して暮らせる安全な都市」が最も多くなっています。前回

結果に比べてもこの割合は高くなっています。また、「交通機関の整備された、通学や通勤に

便利な都市」も大幅に増加しています。 

◯一方で、「静かな住環境の整った住宅都市」、「スポーツ・レク施設の整備された都市」が、前

回（約６割）に比べて低くなっています。 

 

⇒誰もが安心して暮らせる、誰もが暮らしやすいまちづくりが求められています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（質問５）あなたのイメージする和光市を実現するためには、今後市としてどのような分野

に力を入れていくべきだと思いますか。（３つ以内で選択） 
 

◯前回と同様に「医療・保健施策の充実」が求められています。 

◯「駅前再開発や商店街の整備」を求める意見が前回よりも多くなっています。次いで、「高齢

者対策の充実」が高くなっています。 

 

⇒医療分野や駅前の拠点性向上など、将来的に想定される高齢化に向けた暮らしやすさの

向上が求められています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

47.9%

12.0%

19.2%

1.9%

9.6%

15.8%

48.1%

47.8%

18.8%

67.8%

6.3%

2.1%

63.9%

6.8%

39.6%

2.3%

21.7%

4.2%

41.3%

26.0%

16.7%

51.9%

2.4%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.静かな住環境の整った住宅都市

2.研究所等がたくさん立地する先端科学都市

3.市民が気軽に楽しめるスポーツ・レク施設の整備された都市

4.工業・先端産業の盛んな都市

5.農業を生かした環境にやさしい都市

6.商業施設の完備された都市

7.自然環境に恵まれた緑豊かな都市

8.交通機関の整備された、通学や通勤に便利な都市

9.文化・コミュニティ施設の整備された生涯学習が盛んな都市

10.高齢者・障害者・子供等が安心して暮らせる安全な都市

11.外国との交流が盛んな国際都市

12.その他

将来の和光市とは

今回結果

前回結果（H9)

27.2%

3.4%

10.6%

39.7%

24.0%

6.3%

21.7%

16.1%

2.7%

4.3%

14.0%

9.2%

26.9%

50.3%

4.5%

20.9%

7.2%

12.2%

2.6%

28.0%

1.4%

16.0%

22.7%

19.4%

6.9%

23.1%

16.8%

9.5%

3.0%

14.4%

2.4%

22.0%

44.0%

4.0%

20.8%

6.1%

19.4%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1,積極的な指導・誘導のための施策充実

2,環境資源開発と観光施設の整備

3,スポーツ・レク施設の整備

4,駅前再開発や商店街の整備

5,生活道路の整備

6,幹線道路の整備

7,公園や緑道の整備

8,自然や歴史を生かしたまちづくり推進

9,公共下水道の整備の促進

10,工業や先端産業の振興・誘致

11,青少年対策や教育環境の充実

12,女性が働きやすい環境充実

13,高齢者対策の充実

14,医療・保健施策の充実

15,文化施策の充実

16,福祉施策の充実

17,生涯学習の充実

18,環境対策の充実

19,その他

イメージする市の実現のため、力を入れるべき分野

今回結果

前回結果（H9)
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15.9%

22.4%

61.8%

27.4%

4.5%

25.5%

26.7%

10.1%

9.9%

5.0%

9.6%

15.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.放置され老朽化した空き家の増加

2.ビル・マンションなど.高い建物による日当たり・風通しの悪化

3.日常生活のための店舗・サービス施設の不足

4.住宅開発や店舗・事務所などの立地による自動車交通量の増加・渋滞

5.工場操業による騒音・振動・悪臭などの発生

6.開発による豊かな自然環境の喪失

7.農地の無秩序な宅地化

8.資材置き場・空き地の増加

9.担い手のいない耕作放棄地増加

10.手入れの行われていない山林・原野増加

11.その他

12.特に問題はない

和光市内土地利用の問題

（質問６）あなたは、和光市内の土地利用について、どのような問題があると思いますか。 
（３つ以内で選択） 

 

◯半数の方が「日常生活のための店舗・サービス施設の不足」が問題と回答しています。 

 

⇒魅力ある商業環境の形成が求められています。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①交通の便
②道路の整備状況

③買い物の便
④通勤・通学の便
⑤医療施設の状況
⑥福祉施設の状況

⑦ごみの収集
⑧上水道

⑨下水道（汚水・水洗化）
⑩雨水排水

⑪通風・日当たり
⑫騒音等の公害

⑬災害等に関する安全性
⑭教育施設
⑮文化施設

⑯公民館等の集会施設
⑰公園・緑地

⑱自然環境
⑲近所づきあい

⑳治安
合計

非常に良い やや良い 普通である やや悪い 非常に悪い
31.2％ 

17.9％ 

■ 生活環境についておうかがいします。                          

 

（質問７）あなたが住んでいる地域の環境について、どのように感じていますか。それぞれ

の項目について、あなたのお考えに一番近いものを１つ選び、番号（１～５）

に○をしてください。 
 

◯前回結果に比べて、全体的に満足度（非常に良い・やや良い）が増え、不満（非常に悪い・や

や悪い）と感じる方が減っています。 

◯約６割の方が「①交通の便」に対する満足度が高くなっています。また、「④通勤・通学の便」、

「⑪風通・日当たり」、「⑰公園・緑地」、「⑱自然環境」に対する満足度が高いです。 

◯一方、他の項目に比べて「②道路の整備状況」、「③買い物の便」、「⑤医療施設」、「⑫騒音等の

公害」に対する満足度が低くなっています。 

◯「⑫騒音等の公害」は、前回最も不満が多い項目でしたが、今回の結果では、不満と感じる方

は減り、満足と感じる方が増えてきています。 
 

⇒「交通利便性の高さ」と「自然環境の良さ」が和光市の魅力と感じています。 

⇒買物・医療・道路環境整備が和光市の課題です。騒音等の公害は改善傾向であるものの 

更なる対策が求められます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①交通の便
②道路の整備状況

③買い物の便
④通勤・通学の便
⑤医療施設の状況
⑥福祉施設の状況

⑦ごみの収集
⑧上水道

⑨下水道（汚水・水洗化）
⑩雨水排水

⑪通風・日当たり
⑫騒音等の公害

⑬災害等に関する安全性
⑭教育施設
⑮文化施設

⑯公民館等の集会施設
⑰公園・緑地

⑱自然環境
⑲近所づきあい

⑳治安
合計

非常に良い やや良い 普通である やや悪い 非常に悪い

24.6％ 
25.8％ 

赤の点線     ：満足度（非常に良い・やや良いの合計）の平均値 
青の点線     ：不満足（非常に悪い・やや悪いの合計）の平均値 

地
域
の
環
境
に
対
す
る
満
足
度

前
回
結
果
（
Ｈ
９
）
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■ 定住意識についておうかがいします。                            

 
（質問８）あなたは、和光市にお住まいになってから何年になりますか。（１つ以内で選択） 
 

◯約４割の方が２０年以上居住しています。一方、回答者の約２割が５年未満の居住です。 

○20 年以上お住まいの方が、前回と比較して増加していません。 

 

⇒地元住民と新規居住者の交流促進や新たな地域コミュニティの形成が重要です。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（質問９）あなたは、現在の場所に住み続けたいと思いますか。（１つ以内で選択） 
 

◯約６割が「住み続けたい」と回答しており、その割合は前回結果に比べて増加しています。 

◯一方で、約２割が「どちらともいえない」、約１割が「市外に移りたい」と回答しています。 

 

⇒住民意向を適切に把握・分析し、市民が「住み続けたい」と感じるまちづくりを進めて

いくことが求められます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5年未満

21.0%

5年～10

年未満

13.2%

10年～

15年未満

14.1%

15年～

20年未満

13.5%

20年以上

36.8%

無回答

1.4%

平成9年度

結果

N=576

住み続け

たい

44.1%

市内の他

の場所に

移りたい

13.2%

市外に移

りたい

14.4%

どちらと

もいえな

い

27.1%

無回答

1.2%

平成9年度

結果

N=576

3年未満

13.5%

3年～5年

未満

5.7%

5年～10

年未満

17.1%

10年～

15年未満

14.7%

15年～

20年未満

10.8%

20年以上

37.3%

無回答

0.9%

住み始め

て何年か

住み続け

たい

60.3%

市内の他

の場所に

移りたい

9.4%

市外に移

りたい

7.2%

どちらと

もいえな

い

21.4%

無回答

1.7%

現在の

場所に

住み続け

たいか
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（質問１０）前問（質問９）で、２．または３．と回答された方のみお答えください。現在

の場所から「移りたい」と思われる主な理由は何ですか。（２つ以内で選択） 
 
◯前回と同様に「住宅が狭く、広いところへ移りたい」が理由となっています。 

◯「騒音が気になる」という意見が前回より１割ほど少なく、「買い物が不便である」が１割ほ

ど多くなっています。 

⇒広い住宅が市内にない、買い物が不便であること等に対応したまちづくりが求められて

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ まちづくりについておうかがいします。                            

 
（質問１１）和光市のまちづくりについて、重要だと思うものは何ですか。（２つ以内で選択） 
 

◯「核となる中心市街地の形成」、「地区特性を生かしたまちづくり」、「生活道路の整備」、「バス

交通網の充実」がそれぞれ同程度となっています。 

  

⇒多様化する市民ニーズに対応したまちづくりを進めるため、市民と行政のパートナーシ

ップによる推進が重要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

36.8%

35.8%

8.6%

31.8%

3.6%

34.4%

14.7%

17.6%

8.9%

19.6%

27.3%

9.2%

29.3%

9.5%

33.2%

20.8%

21.2%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.核となる中心市街地の形成

2.地区特性を生かしたまちづくり

3.幹線道路の整備

4.生活道路の整備

5.下水道の整備

6.バス交通網の充実

7.公園緑地の整備

8.緑化の推進

9.その他

まちづくりで重要なもの

今回結果

前回結果（H9)

30.9%

11.3%

21.6%

30.9%

8.2%

7.2%

19.6%

1.0%

2.1%

4.1%

17.5%

24.7%

29.5%

12.7%

10.8%

17.5%

7.2%

7.8%

13.3%

1.8%

1.2%

5.4%

28.3%

27.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.住宅が狭く、広いところへ移りたい

2.日当たり等の住環境が悪い

3.通勤・通学に不便である

4.買い物が不便である

5.医療施設が少ない

6.余暇を過ごす場所が少ない

7,住宅購入における市内の.土地の値段が高すぎる

8.転職を考えており、他の場所へ移る必要がある

9.近所づきあいがうまくいかない

10.不快な臭いがする

11.騒音が気になる

12.その他

移りたい主な理由は

今回結果

前回結果（H9)
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（質問１２）和光市内の道路について、何に力をいれて取り組むべきと思いますか。（２つ以

内で選択） 
 

◯約半数が「歩道や交通安全施設の設置」と回答しています。次いで、「身近な生活道路の整備」

が多くなっています。 

 

⇒狭隘道路の解消や安全な歩行者空間の確保など、誰もが安心して歩いて暮らせる都市空

間の形成が求められています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（質問１３）和光市の緑のまちづくり（緑地・公園）について、あなたが重要と思うことは

何ですか。（２つ以内で選択） 
 

◯約半数が「街路樹のある道路や緑道・歩行者道の整備」を重要と感じています。次いで「避難

路や避難地など防災に合わせた緑の保全」が多くなっています。 

 

⇒問１２で歩道等を求める意見が多かったこととあわせて、歩行者に優しい緑豊かな道路

整備が求められていることがうかがえます。 

また、震災以降、全国的に安全・安心に対する意識が高まっており、防災と合わせた緑

のまちづくりが求められます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

24.3%

21.4%

57.2%

36.5%

26.4%

12.5%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.水辺を生かした親水空間の

整備

2.市街地での緑化推進

3.街路樹のある道路や緑道・

歩行者道の整備

4.避難路や避難地など防災に

合わせた緑の保全

5既存の公園の改良・補修

6.新たな公園の整備

7,その他

緑のまちづくりで重要なもの

9.4%

21.1%

35.8%

52.1%

27.2%

30.7%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.広域を結ぶ幹線道路の整備

2.市内を連絡する道路の整備

3.身近な生活道路の整備

4.歩道や交通安全施設の設置

5.道路のバリアフリー化

6.災害時の安全な通行機能の確保

7.その他

道路について強化すべき点

60.4%

26.4%

22.4%

19.8%

17.0%

11.6%

10.6%

10.4%

2.3%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

街路樹のある道路や緑道、歩行者道の整備

避難路、避難地等、防災の緑の保全

市街地での緑化の推進

公共施設の緑とオープンスペースの確保

荒川を中心とした親しみのある水辺空間の形成

斜面林や屋敷林など緑の保全

歴史的建造物や街並みにあわせた緑の保全

緑地空間としての農地の保全

その他

無回答

前回結果（Ｈ9）

※今回のアンケートでは選択肢の一部を変更しています。 
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（質問１４）あなたは、地域にふさわしい景観（風景・景色）を形成するために、何が重要

と思いますか。（２つ以内で選択） 
 

◯半数近い方が「河川・斜面緑地・湧水などの自然景観」と回答しています。 

◯次いで「住宅地の景観」や「市内、鉄道駅周辺の景観」が重要と感じる方も多くみられます。 

 

⇒市内には斜面緑地や湧水など貴重な自然景観が点在しており、都市景観との調和が求め

られています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（質問１５）和光市でＣＯ２の削減などの環境負荷に配慮したまちづくりを進める上で、何

が重要と思いますか。（２つ以内で選択） 
 

◯約６割が「安全で快適な自転車道・駐輪場整備と回答しています。 

◯次いで、公共交通の利便性向上を望む回答がみられます。 

 

⇒環境に配慮したまちづくりへの意識が高まっています。 

 自動車に依存しなくても生活できる環境づくりが求められます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17.0%

45.9%

14.9%

41.1%

38.5%

19.9%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.寺社・史跡・歴史的街並み等歴史文化的景観

2.河川・斜面緑地・湧水などの自然景観

3.適切に管理さえた農地の景観

4.ゆとりやうるおいのある住宅地の景観

5.和光市または地域の顔となる鉄道駅周辺の景観

6.周囲と調和のとれた案内板設置など道路沿道の景観

7.その他

地域の景観形成に重要なもの

57.2%

35.4%

18.8%

30.1%

22.4%

16.1%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.安全で快適な自転車道・駐輪場整備

2.鉄道や路面バスなど公共交通の利便性を高める

3.交通渋滞を少なくする幹線道路の整備

4.公園緑地整備・建物敷地内の緑化を進める

5.可燃ごみ・下水汚泥の焼却灰熱などを活用

6.CO2削減は経済発展とのバランスの中で考える

7.その他

環境負荷配慮に重要なもの
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（質問１６）和光市において災害につよいまちづくりを進める上で、何が重要と思いますか。 
（２つ以内で選択） 

 

◯約半数が「災害時の備蓄倉庫整備」と回答しています。 

◯次いで「避難場所となる公園など施設づくり」、「被害予想についての情報提供」が求められて

います。 

 

⇒災害に強いまちづくりへの意識が高まっています。 

 備蓄倉庫整備、避難場所などハード面の整備に対する期待が多くなっています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（質問１７）あなたは現在、和光市内で自由時間（余暇時間）をどのように過ごしていますか。 

（３つ以内で選択） 
 

◯約８割の方が「自宅で過ごす」と回答しており、次いで「ショッピング」が多くなっています。

それぞれ前回（「休養」を「自宅で過ごす」と置き換えます。）に比べて大幅に増加しています。 

 

⇒多くの方が余暇を自宅で過ごしています。年齢別クロス集計などの詳細分析を行いなが

ら、市民の外出支援・社会参加につながる方向性を検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

45.3%

32.1%

27.8%

27.6%

27.6%

23.8%

23.1%

18.2%

15.1%

7.8%

5.6%

4.0%

3.5%

2.4%

2.1%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

休養

ﾃﾚﾋﾞ・ﾋﾞﾃﾞｵ・ﾗｼﾞｵ・ＣＤなど

友人とのつきあい

家族の団らん

趣味・けいこごと

旅行

ショッピング

スポーツ・レクリエーション活動

学習または読書

芸術やスポーツの鑑賞

飲酒または飲食

麻雀・パチンコ・競馬など

ボランティア活動

地域や学校の活動

その他

無回答

前回結果（Ｈ9）

33.9%

45.4%

20.0%

20.0%

6.2%

11.6%

18.8%

30.1%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.避難場所になる公園などの施設づくりを行う

2.災害時の食料や毛布など備蓄のための倉庫整備

3.災害時の避難・救援・復興のための道路の整備

4.緊急自動車の通行困難な狭い道路の拡幅

5.まちの不燃化を進めるため防火地域など都市計画指定拡大

6.雨水を一時的に貯留または浸透し、流出抑制の施設整備

7.定期的な防災訓練実施など地域の自主防災力を高める

8.被害予想について広く市民に情報を提供する

9.その他

災害に強くなるため重要なもの

15.2%

14.4%

49.0%

23.5%

6.3%

3.1%

3.8%

20.0%

14.4%

14.9%

78.1%

7.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.スポーツ（屋内）

2.スポーツ（屋外）

3.ショッピング

4.飲食または飲酒

5.地域や学校の活動

6.ボランティア活動

7.サイクリング

8.趣味・おけいこごと

9.和光樹林公園で過ごす

10.自宅近くの公園で過ごす

11.自宅で過ごす

12.その他

市内での自由時間の過ごし方

※今回のアンケートでは選択肢の一部を変更しています。 
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（質問１８）あなたは、和光市の人口はどの程度が適正であると思いますか。（１つ以内で選択） 
 

◯半数以上の方が現状の人口が適正と感じています。 

◯次いで約２割が「現状よりやや増加」すべきと感じています。 

 

⇒全国的に人口が減少傾向である中、本市では人口が増加傾向です。将来の人口の推移を

見据えながら、住みやすい環境や施設の整備を検討する必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（質問１９）和光市のまちづくりは、様々な形で市民の皆様の参加やご意見を受けて進めていき

ますが、あなたは、どのような形で参加したいと思いますか。（２つ以内で選択） 
 

◯まちづくりへの市民参加について、「アンケート・インターネット調査」により参加したい方

が約６割となっています。 

◯「意見・参加する気持ちはない」は１割未満であり、前回（ほとんど参加しない）から大幅に

減少しています。何らかの方法でまちづくりへの参加を考える方が多いことがうかがえます。 

 

⇒まちづくりに対する市民意識の高まりがみられます。さらに意識を高め、市民主体の活

動が活発に展開されるよう、情報提供や活動機会の創出が求められます。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

22.3%

9.1%

10.1%

62.0%

31.8%

6.0%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.歩道の清掃・美化活動など自

主的に参加

2.まちづくり計画検討に積極的

参加

3.まちづくり計画案の説明会参

加・意見

4.アンケート・インターネット

調査回答・意見

5.参加したくても忙しくて時間

がない

6.意見・参加する気持ちはない

7.その他

参加したいまちづくりの形式

3.8%

19.6%

20.8%

17.5%

36.5%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどの活動に積極的に参加

する

つきあい上ある程度参加する

興味のあるものや、直接関係の

あるもののみに参加する

あまり積極的には参加しない

ほとんど参加しない

無回答

前回結果（Ｈ9）

（１つ回答）

6万人程度

（現状よ

りやや減

少）

6.8%

6万5千人

程度（ほ

ぼ現状）

40.8%
7万人程度

（現状よ

りやや増

加）

31.1%

8～9万人

程度

12.7%

10万人

以上

5.6%

無回答

3.1%

平成9年度

結果

N=576

現状より

大幅に減

少

0.5%
現状より

やや減少

5.1%

ほぼ現状

63.2%

現状より

やや増加

25.3%

現状より

大幅に増

加

4.3%

無回答

1.5%

人口はど

の程度が

適正か



15 

■ 文化・教育・スポーツについておうかがいします。              
 
（質問２０）文化・教育・スポーツの施策として、何が必要だと思いますか。（２つ以内で選択） 
 

◯前回結果と同様に約４割の方が「身近なスポーツ広場の整備」を求めています。 

◯次いで「コミュニティセンター」、「図書館分館」を必要と考える方が多くみられます。 

  

⇒前回から引き続き身近なスポーツ広場の整備を求める意見が多くみられます。 

⇒施設配置状況や人口動向等を踏まえ、適切な施設の整備・配置の検討が必要です。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

18.5%

33.6%

37.8%

21.4%

44.3%

2.4%

11.0%

22.2%

34.7%

27.4%

28.1%

45.5%

2.8%

7.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.美術館・博物館の建設

2.図書館分館の建設

3.コミュニティセンターの充実

4.体育施設の整備

5.身近なスポーツ広場の整備

6.ゲートボール場の整備

7.その他

施策として必要なもの

今回結果

前回結果（H9)


